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別表 l 指定職員の範囲 (32 ・ 6 ・ 1)

務 1謹

局長，部長， 品!，I査役.監綴役，副技師長，

本 社 次長，稼長，室長， 奴長補佐， ~主祭役補佐，

とくに指定する主任研究A， 2Z絡区長

所長，次長. ~J4!長， 室長， 試作工犠長，限
鉄泊技術研究所

長補佐，主任研究日

所長，部長.学務主司~.限長，室長，分数

中央鉄道教習所 所長， 能率監坦研究所の次長，室長，主任

研究凸，図{ll館長

鉄格道 i畿球製作監
事務所

所長.次長，線長，主任製作監督日

臨務時所111珂設計事 所長.次長，主任技師

情所造物設計事務 所長。主任一技師

支 社
支社長，次長. ID同査役~ま2主役， 線長， 室

長町線長補佐.と くに指定する検錦長

操l幾工事事務所
所長，線長. n品長補佐，とくに指定する現

業後凶の長

電 気 工事局
局長，次長，線長，腺長補佐.とくに指定

する現総峨関の長

鉱 1!R 所
所長，副長.lllI!長，室長. 線長補佐， 物資

部長

局長，部長，次長，監督，駐在迎絢長. ~.!I! 

本 局
長.室長，隊長補佐，出5!l所長，契約審査

役，とくに指定する "11両院3Ï民 ・施設歎査

民 ・ 物資部長，事業所長，契約審査員

鉄及道教習所1<, 所長.教頭(職員養成所を除 く.) .学務主
び職u

llL 線長 fi品長補佐成f'Jr

鉄道病院 線長，事務長

現 業 と く に指定する現業i畿|掲の長，助役併主任

欽

道
船舶~P..ll部 部長，次長， 監管，線長

'i:l' 地事方務所自動車 所長。訊!長，鰍長補佐，と く に指定する自

動車営業所長，首116 PiJ役

四!
部長.次長. r.!l!長，隊長補佐 ， ~を射事務所

r.� 地方資材部 長.所長補佐， エ湯長，中央用品試験峨長

と く に指定する現業滋閣の長. 助役

そ

工場長， 次長，糠長，分工局長， 工場技能

の エ 場 者i'!f成所長， F謀長布n佐，と く に指定する職

場長・用品:cr防長
他

自動車工嶋
工掛長，線長，エ峨技能者養成所長，とく

に指定する駅助長

工事局
局長，次長.IUI!長， 線長補佐. とくに指定

する現業段以lの長

工事事務所
所長，課長.1I!l!長補佐. とくに指定する貌

祭殿l刻の長

給7ft管庖 所長，認長，線長補佐，と くに指定する現

事務所 業|後関の長 ・ 助役

してつけいえ

別表 2

指定戦只，役付医療職只およびとくに指定する船納験只俸給表

(32 ・ 7 ・ 1 )

lμl 同月ι翻\】司zF 品
参 重量 制

民
医 栴}

与 ll> 1 l参1> 
技師

1 級 I 2 級 I 3 級 君主 骨肉

円 号俸 号!車 号館 号俸
70.0∞ l 1 75.000 66.∞o 

65,000 2 2 72,000 63.000 

60,000 3 3 69.000 60.000 

57.0∞ 4 4 66 ∞o 57 .∞o 

55,000 5 2 5 63,000 55.000 

53 ，αm 6 3 6 60.0∞ 53 .∞o 

51.∞o 7 4 7 57.000 51.000 

49.000 5 8 55.000 49 ，0∞ 

47.0∞ 6 9 53.0∞ 47.000 

45.∞o 7 2 10 51.000 45.000 

43.000 B 3 11 49.∞o 43目。。。

41 .∞o 9 4 12 47.∞o 41.0∞ 

39.000 10 5 13 45.000 39.000 

37.000 11 6 14 43.000 37.000 

35.5∞ 12 7 15 41.0∞ 35.5∞ 

34.000 13 8 16 39.000 34.000 

32.500 14 9 17 37.000 32.500 

31.000 10 18 35.500 31 ，∞o 

29.500 11 19 34 ,000 29,500 

28.∞o 12 20 32,500 28,000 

26 ， 5∞ 13 21 31，∞o 26.500 

25,000 14 22 29,500 25.000 

24 ,000 15 23 28.000 24.000 

23.000 16 24 26.500 23,000 

22,000 17 25 25.∞o 

21 .0∞ 18 26 24 ，0∞ 

27 23，∞o 

28 22.000 

(原田襖ー)

してつけいえいし 々 きょうかい 私鉄経営者協会

l 性絡ならびに創設地方鉄道 ・ 軌道(私鉄)業者の結成す

る団体であって .1日事業者団休法(現私的独占の禁止および公正

取引の確保に隊lする法律)にもとづく事業者団体の 1 つである

が，現在法人絡を有しない。昭和 23 ・ 8 ・ 12 日本鉄道会議所と私

鉄経常者証IH~lとを統合して発足したものである。

2 目 的地方鉄道 ・軌道の有する公共的使命の達成に

寄与するため，私鉄業者相互聞の述絡を空白にし，その親|陵(しん

ぼく)を図るとともに， 事業の経営についての誹l査研究を行い，

必嬰あれば関係労働組合との交渉主体ともなることを目的とす

る。

3 沿 革戦時中， 重姿産業団体令にもとづき設立され

た欽軌統制j会は終戦後，同令の廃止とともに他の統制団休と同

様に解散し，経済民主化の姿請に従う事業者の自主的団体とし

て ， 日本鉄道会となって再発足した。ところがその後， II~染者

団体法の公布が予想されたので，同会の行っていた資材関係業

務を新設の日本交通商事会社に移すとともに，せん鋭化した労

働攻勢に対処するため， 22 ・ 11 私鉄経蛍者述 i盟が， 私鉄総連

との交渉後l刻として加見社 84 社をもって発足したのである。

さらに日本鉄道会のもっていた機能中， 会只の親睦，私鉄事業

の調査研究，関係官庁への陳制連絡等の函を引継いで， 22 ・ 12
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